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茂肘古生 ･相見 浦 ･祐非正成 ･本坊-失
く研究概要)
A)東アジアの化石霊長輔の進化に関する研究
茂馴言生 ･高井正成 ･四松 虫1)
'中国 ･タイ ･ミャンマーなどに産山する八
位類の化石を検討し､其損類の起源とそのアジア
における進化に関しての研究をおこなっている｡
1998年度はミャンマー国中央部のボンダウン地
域に広がる中和始新世後半の地層で発掘調査をお
こない､新属の霊長頬とPondaungL'aの化石を発
見した｡これらの発見は､束アジア地域における
犬猿類 (市等霊長切)の起源を示している可能性
がある｡
B)インドネシアにおける耶四紀霊長頬の研究
相見 浦
インドネシアの現生及び化石霊長類の系
統 ･進化 ･分類について､詳細な研究を行った｡
C)南アメリカにおける節三紀の化石霊長籾の研
究
柄井正成 ･茂原信生
(1)ボリビア同のサジヤ地域において､後
期漸新世 (約2500万年前)の化石広典猿BTmJ'seIa
の発桐調査をおこなっている｡BranL'selaは現在
知られている広古の広鼻鏡規化石でありしその形
態は原始的な広苑猿類の状態を保っている｡この
形態を他の化石 ･現生広鼻猿類と比較することに
より.広舟狼類の起源に関する問題について検討
している｡
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